
八幡堀界隈

知って得して、見て得して、町の歴史
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     【
扇
四
　
中
村
四
郎
兵
衞
】（
本
町
）

　 

　 　
前
回
、
江
戸
時
代
八
幡
堀
界
隈
で
の
八
幡
町
内
の
有
様
は
今
日
で
は
想
像
出
来
な
い
ほ
ど
の
活
気
あ
ふ
れ
る
町

で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
京
街
道
池
田
町
を
中
心
に
東
西
両
側
商
号
を
染
め
抜
い
た
長
暖
簾
を
掛
け
連
ね
、
下
屋
根
に

天
窓
を
開
い
て
店
内
の
照
明
に
充
て
た
呉
服
屋
が
軒
を
並
べ
て
い
た
な
か
の
中
村
四
郎
兵
衞
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　
初
代
は
神
崎
郡
北
五
ヶ
荘
村
宮
前
の
中
村
茂
左
衞
門
で
す
。
慶
安
二
年
（
1
6
4
9
）
没
し
、
二
代
目
は
宝
永

元
年
（
1
7
0
4
）
三
代
目
は
元
文
五
年
（
1
7
4
0
）
の
壮
年
期
に
亡
く
な
り
八
代
を
持
っ
て
中
村
茂
左
衞
門
家
は

絶
家
し
た
様
で
す
。
三
代
目
の
次
弟
四
郎
兵
衞
は
宝
永
二
年
（
1
7
0
5
〜
）
に
八
幡
の
扇
屋
（
伴
庄
右
衛
門
家
）

に
奉
公
に
出
ま
し
た
。
こ
の
人
が
初
代
中
村
四
郎
兵
衞
で
す
。
八
幡
商
人
と
し
て
、扇
屋
の
一
字
を
譲
り
受
け「
扇

四
」
を
屋
号
と
し
て
本
町
四
丁
目
、
現
在
の
地
に
享
保
五
年
（
1
7
2
0
）
に
創
業
し
、
京
街
道
に
呉
服
、
太
物

類
を
商
い
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
五
十
二
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
二
代
目
四
郎
兵
衞
は
祖
業
を
継
続
し
刻
苦
精
励
し
、
家
業
の
隆
昌
に
務
め
五
十
九
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
三
代
目
四
郎
兵
衞
は
益
々
家
業
の
隆
盛
を
極
め
、
京
都
四
条
通
河
原
町
東
北
角
に
出
店
し
ま
し
た
。
大
坂
に
も

同
時
期
に
出
店
し
て
い
ま
し
た
。
当
時
の
京
街
道
は
湖
東
地
区
最
大
の
繁
華
街
で
し
た
。
野
洲
一
円
は
勿
論
、
苗
、

鏡
山
、
山
之
上
、
安
土
、
能
登
川
の
周
辺
か
ら
集
ま
り
更
に
八
幡
浦
か
ら
入
る
舟
に
乗
っ
て
湖
北
湖
西
の
客
も
集
ま

り
一
大
市
場
を
形
成
し
て
い
ま
し
た
。
三
代
目
が
中
村
家
の
基
礎
を
盤
石
に
し
た
も
の
で
八
十
二
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
四
代
目
四
郎
兵
衞
は
板
屋
町
馬
島
鶴
州
（
画
家
）
の
長
女
を
娶
り
町
の
富
商
と
し
て
人
望
厚
く
、
ま
た
私
財

を
各
方
面
に
融
通
を
し
て
い
ま
し
た
。
七
十
一
歳
で
没
し
ま
し
た
。
実
子
が
な
く
五
代
目
四
郎
兵
衞
は
西
元
町
の

島
田
家
よ
り
養
子
と
し
て
入
家
し
、
博
労
町
元
の
江
南
家
よ
り
嫁
を
迎
え
ま
し
た
。

　
五
代
目
四
郎
兵
衞
は
維
新
後
町
制
が
引
か
れ
初
代
八
幡
町
長
西
川
貞
二
郎
の
も
と
で
収
入
役
を
勤
め
ま
し

た
。
当
時
は
維
新
の
変
革
期
で
町
内
の
多
く
の
豪
商
が
没
落
の
道
を
辿
っ
た
の
で
す
が
、
五
代
目
は
家
政
を
克
く

整
え
老
舗
暖
簾
を
堅
持
し
て
揺
る
が
な
か
っ
た
と
同
時
に
才
覚
に
よ
っ
て
家
督
を
も
守
り
ま
し
た
。
明
治
十
一
年

五
十
一
歳
で
没
し
ま
し
た
。（
伴
家
は
明
治
維
新
等
の
激
動
期
に
逆
ら
え
ず
明
治
二
十
年
に
終
焉
し
ま
し
た
）

　
六
代
目
四
郎
兵
衞
は
神
崎
郡
伊
庭
村
の
中
村
家
よ
り
嫁
を
娶
り
ま
し
た
。
明
治
大
正
の
変
動
の
時
代
に
よ
く

家
政
を
守
り
町
内
唯
一
の
老
舗
呉
服
屋
と
し
て
世
間
の
信
頼
を
得
、
業
績
は
益
々
反
映
し
ま
し
た
。
町
政
に
参

画
し
晩
年
に
は
町
の
長
老
と
し
て
重
き
を
な
し
ま
し
た
。
八
幡
製
糸
会
社
が
創
立
さ
れ
る
や
そ
の
発
起
人
と
し
て

出
資
し
、
八
幡
実
業
会
が
西
川
貞
二
郎
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
る
や
、
他
の
有
力
店
主
と
共
に
そ
の
幹
事
と
な
っ
て

商
業
振
興
に
努
力
し
ま
し
た
。
昭
和
五
年
七
十
二
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
七
台
目
四
郎
兵
衞
は
横
浜
市
子
安
町
中
村
家
長
女
を
娶
り
ま
し
た
。
当
代
は
商
業
の
起
伏
が
激
し
く
祖
業
を

確
実
に
継
承
し
て
、
町
の
代
表
的
な
店
舗
と
し
て
地
位
を
確
立
し
て
き
ま
し
た
。

　
八
代
目
四
郎
兵
衞
は
安
土
町
西
老
蘇
の
井
上
家
よ
り
長
女
を
娶
り
ま
し
た
。
終
戦
後
の
経
済
の
混
乱
期
を
切

り
ぬ
け
、
平
成
八
年
九
十
一
歳
で
没
し
ま
し
た
。

　
九
代
目
四
郎
兵
衞
は
大
津
か
ら
嫁
を
娶
り
、
今
日
も
創
業
以
来
三
百
年
余
の
暖
簾
を
守
り
「
呉
服
」
を
商
う 

（
株
）扇
四
呉
服
店
と
し
て
現
在
人
間
国
宝
の
志
村
ふ
く
み
氏
の
個
展
を
開
く
等
、
呉
服
店

と
し
も
地
元
で
は
有
名
で
地
域
と
共
に
歩
ん
で
い
ま
す
。
八
幡
商
人
と
し
て
今
日
ま
で
の
継

承
は
堅
実
な
扇
四
・
中
村
四
郎
兵
衞
家
家
訓
に
よ
る
も
の
で
す
。（
家
訓
を
一
部
分
抜
粋
し
て
み
ま
し
た
）

答え…織田信長
出町 O・Nさん
仲屋町元 N・Tさん
江頭町 K・Sさん
上野町 H・Kさん
古川町 Y・Tさん

当選者発表

抽
選
で
5
名
様
に 「
ヨ
シ
紙
セ
ッ
ト
」 

を
差
し
上
げ
ま
す
。

応
募
〆
切

４
月
10
日 

必
着 

※

当
選
者
の
発
表
は
、発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

初
代
扇
四
中
村
四
郎
兵
衞
は
八
幡
商
人
何
屋
の
何
家
に
奉
公
し
ま
し
た
か
。八
幡
商
人
と
し
て
、

扇
屋
の
一
字
を
譲
り
受
け
て
扇
四
の
屋
号
に
な
っ
て
い
ま
す
。さ
て
何
屋
の
何
家
で
し
ょ
う
か
。

◆
ご
希
望
の
方
は 

答
え
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号 

を
ご
記
入
の
上
、

   

官
製
は
が
き
又
は
F
A
X
で
ご
応
募
下
さ
い
。

情緒 手漕ぎ和舟
船頭 八幡堀めぐり
情緒ある手漕ぎ和舟でゆったり
船頭がご案内する八幡堀めぐり
要予約  0748-36-5115

※参考文献　近江八幡人物伝  近江八幡郷土史会刊／近江八幡観光物産協会ホームページ

お
お
ぎ
し
　
な
か
む
ら  

し
ろ
べ
い

近江八幡市本町４丁目

質
素
倹
約
を
旨
と
し
て
、
家
業
が
成
功
し
て
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
時
に
は
、 

主
人
も
使
用
人
も
す
べ
て

勉
励
を
心
が
け
よ
。
貴
賎
貧
富
に
か
か
わ
ら
ず
、
他
を
軽
侮
す
る
気
持
ち
、 

驕（
お
ご
）り
が
心
に
起
こ
っ
た
ら
、

そ
の
時
が
衰
退
の
始
ま
り
で
あ
り
、 

衰
退
を
も
た
ら
す
諸
々
の
問
題
は
こ
こ
か
ら
起
こ
っ
て
く
る
も
の
だ
。

建
物
写
真

クイズ

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財

【お問い合わせ】
近江八幡観光物産協会  近江八幡駅北口観光案内所  TEL 0748-33-6061
http://www.omi8.com
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こそ、滋賀へ！
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桜
咲
く
　

手
漕
ぎ
和
船
で

堀
め
ぐ
り

約30分1080円（税込）約30分1080円（税込）

展示例です
※アクセス：近江八幡駅より徒歩 7 分

◆ギャラリー概要
　床面積／25㎡　壁面積／21.9㎡（南西壁面のみ）
　２方はガラス面、天井高2.7ｍ　
　バックヤード／6.5㎡　
※その他設備（トイレ・流し台有）
　設備・備品など／スポットライト、  ダウンライト、
　壁面ピクチャーレール、音響、テーブル（展示台）8脚
　椅子20脚／展示用ワイヤー20本　他　

◆ご利用範囲
　絵画・陶芸・染織・ガラス・木工・写真等、美術作品
　等の展示会、小会議室にご利用下さい。
◆定休日　毎週月曜日
◆ご利用時間
　原則として、午前10時～午後5時

ギャラリーは、白を基調とした空間で、安ら
ぎとくつろぎを感じとれるように設計されて
います。照明設備、音響設備等も用意されて
おり、様々な目的に対応できるようなスペー
スになっています。
　　

ギャラリー部

すみれラボ  ギャラリー⇨⇨

●たねや様

●ひさご寿し様

株式会社ダイゴ●

◀至近江八幡駅
ブーメラン通り

市役所● ●商工会議所

近
江
八
幡
駅 官

庁
街
通
り

 〒523-0894  近江八幡市中村町 20 番地
　　　　　　　　　　（株式会社ダイゴ本社ビル１F)
 TEL0748-33-4181

新進気鋭の作家、アーティストを応援しています！

　◆お気軽にご相談ください。

（中川まで）

ギャラリー部



KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB KYOTO SHINBUN TOMATO CLUB 

京都新聞ファミリー 瓦版京都新聞ファミリー 瓦版 トマト倶楽部

PRESENT
PRESENTトマト倶楽

部
トマト倶楽

部 お誕生日・記念日 花束プレゼント（4月の方） 3名様

花王アタック１キロ８個入り（1ケース） 　   5名様
※必ずお誕生日を明記下さい

＊
＊
＊
＊
＊ 

＊
＊

＊
＊
＊

10 名様
50 名様
50 名様
30 名様

50 名様
20 名様
50 名様
20 名様
20 名様
30 名様

［トマトカード番号の記入をお願いします］

4月 15日迄
4月 15日迄
4月 22日迄
5月 13日迄

6 月 3 日迄
6月 17日迄
6月 17日迄

発行：ほのぼの通信（有）ラビットハウス 近江八幡市大杉町30-1　TEL0748-33-2914　発行責任者 髙木茂子

ご希望の方は郵便番号・住所・氏名・電話番号・希望の品一品をご記入の上、官製はがき又
は FAXで下記販売所まで、ご応募下さい。抽選でお送りします。

当選者の発表は発送をもって代えさせて
頂きます。予めご了承ください。

花束 3月31日迄
洗剤、チケット等 4月５日迄締 切

近江八幡市桜宮町205 
TEL（0748）33-2939 営業時間8：00〜19：00

 
カジナオボクらは街の安心ショップ

タイヤご購入で
オリジナルタオル進呈！

平成 30年 4月末まで有効

QRコードで簡単アクセス▶
各種メーカー・お買得タイヤ
豊富にご用意しております

お買得商品
　多数揃えております
お買得商品
　多数揃えております

～春のはきかえキャンペーン～～春のはきかえキャンペーン～
冬のタイヤを
 はきかえましょう！
冬のタイヤを
 はきかえましょう！

〒523-0867 近江八幡市魚屋町元９ 京都新聞近江八幡販売所   TEL 32-2743  FAX 32-3504

細見コレクションの江戸絵画  抱一の花・其一の鳥   細見美術館

膳所城と藩政 築城から幕末十一烈士事件まで  大津市歴史博物館 

NINIATURE LIFE展 田中達也 見立ての世界  京都高島屋７階グランドホール

蜷川実花 「UTAGE」京都花街の夢  美術館「えき」KYOTO 

2018年春季特別展 
 猿学と面  大和・近江および白山の周辺から  MIHO MUSEUM

お釈迦さんワールド  龍谷大学  龍谷ミュージアム

熊倉順吉の陶芸×21世紀の陶芸家たち展  滋賀県立陶芸の森陶芸館

デイリースポーツ社 ２０１８プロ野球選手名鑑

京都新聞社 ２０１８プロ野球手帳

ＪＲ琵琶湖線時刻表 湖南版  ２０１８年３月１７日改正版


